
学校番号 ２０７ 

 

令和３年度 英語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英語理解 ３ 第２学年 POLESTARⅡ 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・教科書で扱われている題材はどれもこれからの皆さんの生活と大きく関わるものです。題材内容について自分の考えを

持ったり，それを他の生徒と共有し合ったりして，みんなで協同的に考えを深め合ったり，物事を的確に見る目を育てて

いきましょう。 

・教科書に出てくる文法や言語表現は運用できるレベルまで習得できるようにしましょう。このような言語運用能力と世

界と自分についての知識，そして考える力，伝える姿勢が育てられれば，それらはみなさんを一生支えるものになります。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「英語理解」（３単位）及び「英語表現」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・

評価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

◇趣味やクラブ活動

などの身近なトピッ

クについてゆっくり

はっきりと話されれ

ば具体的な情報を聞

き取ることができ

る。 

◇ダンスや物の制作

など一連の行動の手

順について、ゆっく

りはっきりと指示さ

れればそのとおり行

うことができる。 

CL 演習 

・プレゼ

ン テ ー

ション 

 

◆自分のことや身

の回りのことにつ

いて簡単な紹介や

説明を求められて

も、即興で適切に

応答することがで

きる。 

◆◇簡単な語や表

現を使って、互い

の意見交換（賛成

か反対か、どう思

っているかなど）

をすることができ

る。 

英語表現 

・定期考査 

 

◇有名人物の伝記や

歴史上の出来事に

ついての英文を読

み、適宜辞書も利

用しながら事実関

係を把握すること

ができる。 

◇簡単な英語で表現

されていれば、ガ

イドブックなどを

読んで必要な情報

を見つけ出すこと

ができる。 

CL 演習 

・リスニン

グテスト 

・パフォー

マンステ

スト 

 

◇◆身近な話題に関

して読んだり聞いた

りした内容の要点を

文章で書くことがで

きる。 

◇◆身近な話題に関

して読んだり聞いた

りした内容に対する

意見や感想を基礎的

な語彙を用いて書く

ことができる。 

英語理解 

・定期考

査 

英語表現 

・定期考

査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

( ５時間) 

The Power of 

Empathy 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

<題材内容> 

多様な価値観や文化

的背景を持った他者

と関係を築くために

大切な共感力の働き

について考える。 

・単語の口頭による練習。 

・パラグラフごとの要点を考

え、まとめる。 

・プリント等による内容理

解。 

・本文のリーディング。 

・本文のディクテーション。 

・単語テスト、内容理解テス

ト 

コミュニケーション 

において相手に共感

することの重要性に

ついて積極的に理解

しようとしている。 

 

・学習に対する意欲 

・活動に対する態度 

・小テスト 

・課題提出 

・定期考査 

「英語表現の能力」 

生徒が今までに学ん

できたことの活用方

法を自ら考えさせ

る。 

ペア・ワークやグループ・ワ

ークにおいて積極的に自分

の考えを述べようとしてい

る。 

共感の大切さについ

て、読んだり聞いた

りしたことが理解で

きる。 

ワークシートを提出さ

せ、その内容を取り組み

状況の判断材料として

活用する。 

「英語理解の能力」 

英文を読み，主題文

と支持文がどれであ

るか把握し，パラグ

ラフ全体の概要をつ

かむことができる。 

ワークシートを利用して、セ

クションごとに概要を把握

する。 

身近なトピック（趣

味や将来の夢や希望

など）について幅広

く意見や情報の交換

をすることができ

る。 

定期テストにおいて、内

容理解を問う出題によ

り、内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

キーワードを用いな

がら、実験の要点を

整理して口頭で説明

したり、身近な人へ

の共感を伝える。 

本文中で用いられている意

味や用法を確認する。 

コミュニケーション

能力の一部である共

感力の重要性につい

て理解している。 

言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおいて、

知識が身についている

かを判断する。 

Lesson ２ 

( ８時間) 

Come and 

Visit the 

Park in the 

Sky! 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

<題材内容> 

廃線を再利用して建

設された空中公園に

ついて学び、反対運

動があったにもかか

わらず市民の協力や

賛同を得て困難を乗

り越え完成に至った

過程を理解する。 

・単語の口頭による練習 

・パラグラフごとの要点を考

え、まとめる。 

・プリント等による内容理

解。 

・本文のリーディング。 

・本文のディクテーション。 

・単語テスト、内容理解テス

ト。 

廃線の再利用につい

て関心を持ち、空中

公園ができるまでに

どのような問題があ

り、それらがどのよ

うに克服されたのか

積極的に考えようと

している。 

・学習に対する意欲 

・活動に対する態度 

・小テスト 

・課題提出 

・定期考査 

 

 

「英語表現の能力」 

ハイライン建設の過

程を時系列に要点を

整理しながらとらえ

ることができる。 

ペア・ワークやグループ・ワ

ークにおいて積極的に自分

の考えを述べようとしてい

る。 

聞き手に伝わるよう

に音読することがで

きる 

定期テストにおいて、内

容理解を問う出題によ

り、内容理解ができてい

るかを判断する。 

「英語理解の能力」 

英文を読み，主題文

と支持文がどれであ

るか把握し，パラグ

ラフ全体の概要をつ

かむことができる。 

ワークシートを利用して、セ

クションごとに概要を把握

する。 

廃線の再利用による

ハイライン建設につ

いて、聞いたり読ん

だりしたことが理解

することができる。 

定期テストにおいて、内

容理解を問う出題によ

り、内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

本文の内容を整理し

て本文の要点を書

く。具体例を挙げな

がら、モノの再利用

について自分の意見

を書く。 

本文中で用いられている意

味や用法を確認する。 

ハイラインの存在に

ついて興味と理解を

深めている。 

コミュニティ活動が

社会に与える影響に

ついて理解してい

る。 

言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおいて、

知識が身についている

かを判断する。 

 

 

Lesson ３ 

( ５時間) 

A Window to 

Ancient 

Earth 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

田邊氏の生き方や彼

女が研究対象として

いる南極大陸の生態

・単語の口頭による練習。 

・パラグラフごとの要点を考

え、まとめる。 

田邊氏の生き方や南

極大陸の湖の生態系

について関心を持

・学習に対する意欲 

・活動に対する態度 

・小テスト 



系について知り、古

代の地球生命との関

係について学ぶ。 

・プリント等による内容理

解。 

・本文のリーディング。 

・本文のディクテーション。 

・単語テスト、内容理解テス

ト。 

ち、古代の地球生命

との関係について意

欲的に考えようとし

ている。 

・課題提出 

・定期考査 

 

 

 

「英語表現の能力」 

キーワードを用いな 

がら、本文の要点を 

まとめ、書くことが 

できる。 

ペア・ワークやグループ・ワ

ークにおいて積極的に自分

の考えを述べようとしてい

る。 

インタビュースクリ

プトを作成し、ペア

でインタビュー活動

を行うことができる 

定期テストにおいて、内

容理解を問う出題によ

り、内容理解ができてい

るかを判断する。 

「英語理解の能力」 

インタビューの内容

や人物に関する質問

に英語で答えること

ができる。 

ワークシートを利用して、セ

クションごとに概要を把握

する。 

聞いたり読んだりし

た内容に関する質問

に英語で答えること

ができる。 

定期テストにおいて、内

容理解を問う出題によ

り、内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

田邊氏の南極大陸で

の発見についてキー

ワードを使って書

く。ペアでインタビ

ュー活動をする。 

本文中で用いられている意

味や用法を確認する。 

インタビューの内容

や人物の関する質問

に英語で答えること

ができる。 

言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおいて、

知識が身についている

かを判断する。 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ４ 

( ５時間) 

Bonsai Goes 

Global 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

国際的に人気が高ま

っている日本の盆栽

について学び、盆栽

の国際化・多様化に

ついて理解する。 

・単語の口頭による練習。 

・パラグラフごとの要点を考

え、まとめる。 

・プリント等による内容理

解。 

・本文のリーディング。 

・本文のディクテーション。 

・単語テスト、内容理解テス

ト。 

・プレゼンテーション 

国際的に人気が高ま

っている日本の盆栽

について理解するこ

とができる。 

 

・学習に対する意欲 

・活動に対する態度 

・小テスト 

・課題提出 

・定期考査 

 

 

 

 

 

「英語表現の能力」 

本文中の人物を選

び、ペアでインタビ

ュー活動を行うこと

ができる。 

本文の感想や自分の意見を

インタビュー形式でやり取

りすることができる。 

聞いたり読んだりし

た内容に関する質問

に、英語で答えるこ

とができる。 

定期テストにおいて、内

容理解を問う出題によ

り、内容理解ができてい

るかを判断する。 

「英語理解の能力」 

英文を読み，連結表

現や句読法を理解で

きる。 

ワークシートを利用して、セ

クションごとに概要を把握

する。 

身近なトピック（趣

味や将来の夢や希望

など）について幅広

く意見や情報の交換

をすることができ

る。 

定期テストにおいて、内

容理解を問う出題によ

り、内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

選んだ人物に対する

インタビュー活動を

行うことができる。 

本文中で用いられている意

味や用法を確認する。 

海外で日本の伝統文

化である盆栽の人気

が高まっていること

について理解してい

る。文化が時につれ

て変化していくこと

を理解している。 

言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおいて、

知識が身についている

かを判断する。 

 

 

Lesson ５ 

( ５時間) 

Taking the 

Sting Out of 

Jellyfish 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

クラゲの生態と人間

との関係性について

理解し、クラゲに対

して知識と親近感を

深める。 

・単語の口頭による練習。 

・パラグラフごとの要点を考

え、まとめる。 

・プリント等による内容理

解。 

・本文のリーディング。 

・本文のディクテーション。 

クラゲに関して読ん

だり聞いたりしたこ

とを適切に理解する

ことができる。 

・学習に対する意欲 

・活動に対する態度 

・小テスト 

・課題提出 

・定期考査 

 

 



・単語テスト、内容理解テス

ト。 

・インタビュー 

「英語表現の能力」 

キーワードを適切に

用いながら、英語で

要約を作成すること

ができる。 

ペア・ワークやグループ・ワ

ークにおいて積極的に自分

の考えを述べようとしてい

る。 

本文中の表現やポイ

ントの作り方を参照

しながら、英語でプ

レゼンテーションを

することができる。 

定期テストにおいて、内

容理解を問う出題によ

り、内容理解ができてい

るかを判断する。 

「英語理解の能力」 

英文を読み，文章の

構成を理解し，論や

ストーリーの展開を

把握することができ

る。 

ワークシートを利用して、セ

クションごとに概要を把握

する。 

聞いたり読んだりし

た内容に関する質問

に、英語で答えるこ

とができる。 

定期テストにおいて、内

容理解を問う出題によ

り、内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

クラゲの種類や特

徴、人間との関係性

について理解し、す

でに学習した内容に

ついて要点を整理し

プレゼンテーション

を行う。 

本文中で用いられている意

味や用法を確認する。 

クラゲの生態と水質

汚染や日本の食文化

との関係性について

理解している。 

プレゼンテーション

の構成や効果的に使

える表現について理

解している。 

言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおいて、

知識が身についている

かを判断する。 

Lesson ６ 

( ５時間) 

Does It 

Spark Joy? 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

近藤麻理恵氏の片付

けの原則や方法を理

解し、彼女の著書が

世界的ベストセラー

となった理由を考え

る。 

・単語の口頭による練習。 

・パラグラフごとの要点を考

え、まとめる。 

・プリント等による内容理

解。 

・本文のリーディング。 

・本文のディクテーション。 

・単語テスト、内容理解テス

ト。 

・スピーチのレシテーション 

近藤氏の片付けに対

するユニークな考え

方や方法に興味を持

ち、積極的に理解し

ようとしている。 

・学習に対する意欲 

・活動に対する態度 

・小テスト 

・課題提出 

・定期考査 

 

 

 

 

 

「英語表現の能力」 

近藤流の T シャツを

たたむ方法を、英語

でわかりやすく説明

できる。 

ペア・ワークやグループ・ワ

ークにおいて積極的に自分

の考えを述べようとしてい

る。 

効果的な片付け方に

ついて、自分の意見

を英語で発表するこ

とができる。 

定期テストにおいて、内

容理解を問う出題によ

り、内容理解ができてい

るかを判断する。 

「英語理解の能力」 

英文を読み，文章の

構成を理解し，論や

ストーリーの展開を

把握することができ

る。 

ワークシートを利用して、セ

クションごとに概要を把握

する。 

聞いたり読んだりし

た内容に関する質問

に、英語で答えるこ

とができる。 

定期テストにおいて、内

容理解を問う出題によ

り、内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

近藤麻理恵氏の片付

け方について知り、

服のたたみ方を英語

で説明できる。 

本文中で用いられている意

味や用法を確認する。 

自分の意見をアイコ

ンタクトやジェスチ

ャーに注意しなが

ら、効果的に発表す

ることができる。 

言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおいて、

知識が身についている

かを判断する。 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ７ 

( ７時間) 

Malala’s 

Fight for 

Education 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

マララ・ユスフザイ

さんの 2014 年ノー

ベル平和賞受賞スピ

ーチから、マララさ

んの信念や闘いにつ

いて知り、教育の拡

充や貧困など政界の

問題について考える 

・単語の口頭による練習。 

・パラグラフごとの要点を考

え、まとめる。 

・プリント等による内容理

解。 

・本文のリーディング。 

・本文のディクテーション。 

・単語テスト、内容理解テス

英語でスピーチする

ことに対して、意欲

的に取り組もうとし

ている。 

・学習に対する意欲 

・活動に対する態度 

・小テスト 

・課題提出 

・定期考査 



ト。 

「英語表現の能力」 

マララさんの人生に

起こったことや彼女

の活動について英語

で説明することがで

きる。 

ペア・ワークやグループ・ワ

ークにおいて積極的に自分

の考えを述べようとしてい

る。 

表を的確に理解し

て、数字を用いて英

語で説明することが

できる。 

定期テストにおいて、内

容理解を問う出題によ

り、内容理解ができてい

るかを判断する。 

「英語理解の能力」 

マララさんのスピー

チに込められたメッ

セージを聞いたり読

んだりして、理解す

ることができる。 

ワークシートを利用して、セ

クションごとに概要を把握

する。 

聞いたり読んだりし

た内容に関する質問

に、英語で答えるこ

とができる。 

定期テストにおいて、内

容理解を問う出題によ

り、内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

表の数字等を適切に

理解して、口頭で説

明する。自分の意見

を英語で書き、スピ

ーチする。 

本文中で用いられている意

味や用法を確認する。 

英語のストレスに注

意して、スピーチを

音読することができ

る。 

言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおいて、

知識が身についている

かを判断する。 

Lesson ８ 

( ５時間) 

Welcome to 

the World of 

Tove 

Jansson 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

『ムーミン』の作者

であるトーベ・ヤン

ソンの生きた時代背

景を理解し、作品に

込められたメッセー

ジを登場人物の言動

から考える。 

・単語の口頭による練習。 

・パラグラフごとの要点を考

え、まとめる。 

・プリント等による内容理

解。 

・本文のリーディング。 

・本文のディクテーション。 

・単語テスト、内容理解テス

ト。 

コミュニケーション

に関心をもち、積極

的に言語活動を行

い、コミュニケーシ

ョンを図ろうとして

いるかを的確に評価

できる方法で実施。 

・学習に対する意欲 

・活動に対する態度 

・小テスト 

・課題提出 

・定期考査 

「英語表現の能力」 

キーワードを適切に

用いながら、英語で

要約を作成すること

ができる。 

ペア・ワークやグループ・ワ

ークにおいて積極的に自分

の考えを述べようとしてい

る。 

適切な表現を選ん

で、スピーチを完成

させることができ

る。 

定期テストにおいて、内

容理解を問う出題によ

り、内容理解ができてい

るかを判断する。 

「英語理解の能力」 

『ムーミン』の主要

な登場人物の特徴を

とらえ、物語に込め

られたメッセージを

理解できる。 

ワークシートを利用して、セ

クションごとに概要を把握

する。 

聞いたり読んだりし

た内容に関する質問

に、英語で答えるこ

とができる。 

定期テストにおいて、内

容理解を問う出題によ

り、内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

『ムーミン』の登場

人物の特徴や彼らの

主張を理解し、スピ

ーチを作成する。 

本文中で用いられている意

味や用法を確認する。 

スピーチの構成や表

現方法について理解

している。 

言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおいて、

知識が身についている

かを判断する。 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ９ 

( ５時間) 

A Country of 

Poles and 

Signs 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

電柱や様々な看板、

標識が立ち並ぶ日本

の景観について賛否

両論の意見を知り、

都市の望ましい環境

について主体的に考

える。 

・単語の口頭による練習。 

・パラグラフごとの要点を考

え、まとめる。 

・プリント等による内容理

解。 

・本文のリーディング。 

・本文のディクテーション。 

・単語テスト、内容理解テス

ト。 

コミュニケーション

に関心をもち、積極

的に言語活動を行

い、コミュニケーシ

ョンを図ろうとして

いるかを的確に評価

できる方法で実施。 

・学習に対する意欲 

・活動に対する態度 

・小テスト 

・課題提出 

・定期考査 

「英語表現の能力」 

題材に関する自分の

意見を、根拠を示し

ながら、適切な表現

ペア・ワークやグループ・ワ

ークにおいて積極的に自分

の考えを述べようとしてい

他の人と意見を交換

しながら議論を深め

ることができる。 

定期テストにおいて、内

容理解を問う出題によ

り、内容理解ができてい



で説明することがで

きる。 

る。 るかを判断する。 

「英語理解の能力」 

スキミングやスキャ

ニングを用いて英文

を速読し，内容を把

握することができ

る。 

ワークシートを利用して、セ

クションごとに概要を把握

する。 

聞いたり読んだりし

た内容に関する質問

に、英語で答えるこ

とができる。 

定期テストにおいて、内

容理解を問う出題によ

り、内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

題材に関して、賛

成・反対の意見と理

由を理解し、根拠を

挙げながら自分の主

張をわかりやすく発

表する。 

本文中で用いられている意

味や用法を確認する。 

日本でよく見られる

電柱や看板の存在と

景観に与える影響に

ついて理解してい

る。 

題材に対して意見を

やり取りする際に効

果駅に使える英語表

現を理解している。 

言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおいて、

知識が身についている

かを判断する。 

 


